
 

 

                                                   令和３年４月８日 

調布市立第八中学校 

   校 長 佐藤 政彦 

令和３年度 学校経営方針 

                                                                              

１ 学校の教育目標  

○  自ら考え行動する生徒    （知） 

○ 思いやりのある心豊かな生徒 （徳） 

○ 心身ともにたくましい生徒  （体）  

 

２ 目指す学校像（学校スローガン） 

コロナ禍において今できることを 今だからこそできることへ 発想を転換させ 

「生徒一人一人が輝き，さわやかで気持ちのいい学校」 を目指す 

 

３ 目指す生徒像 

○ 主体的課題解決力のある生徒 （知） 

○ 道徳的実践力のある生徒   （徳） 

○ 創造的行動力のある生徒   （体） 

 

４ 目標達成のための基本方針                                  

（１）自ら考え行動する生徒「主体的課題解決力」を育成するために 

① 主体的・対話的で深い学びの実現に向けて，適切な指導計画・評価計画を基に，少人数・習熟度別

指導等を効果的に実施し，インクルーシブ教育の視点に立った授業を構築する。 

② 社会に開かれた教育課程の実現を目指し，カリキュラム・マネジメントの視点を踏まえた系統性・

発展性のある教育活動を展開する。 

③ タブレット端末等のＩＣＴ機器の活用により，学習活動の充実を図るとともに，習熟の程度に応じ

た個別指導を充実させる。また，情報活用能力の育成を図る。 

（２）思いやりのある心豊かな生徒「道徳的実践力」を育成するために 

① 人権尊重の精神，自他の生命尊重や思いやりの心を醸成するために，人権教育及び道徳教育を推進

し，あらゆる教育活動を通して豊かな心を育成する。 

② 生徒理解の深化を図るとともに，教師と生徒及び生徒相互の人間関係を形成し，自他を尊重する態

度や学習・生活規律を通して自律的行動が身に付けられるよう，生徒指導を充実させる。 

③ いじめは絶対に許されない行為であるという共通認識のもとで，「学校いじめ防止対策基本方針」

に基づき，未然防止，早期発見，早期対応，重大事態への対処に努め，指導の徹底を図る。 

 （３）心身ともにたくましい生徒「創造的行動力」を育成するために 

① 安全で安心な学校環境を保持するとともに，望ましい食習慣や体力向上を図るために，地域や家庭

と連携し，組織的・計画的な健康・安全教育を充実させる。 

② 望ましい勤労観・職業観や社会性を育成するために，職業調べを実施するとともに，主体的な進路

選択に向けて，キャリア教育の視点に立った進路指導を充実させる。 

（４）学校の教育目標の達成に向けたその他の事項 

① 地域学校協働本部事業を活用し，近隣の大学や地域と連携・協働し，その教育力や人材を取り入

れ，創意工夫を生かした特色ある教育活動をし，未来の創り手となる人材の育成を図る。 

② 学校評価（自己評価,学校関係者評価）を活用し，地域に開かれた学校づくりを推進する。 

③ 近隣小学校との組織的な連携や個別指導計画により,個に応じた切れ目ない支援体制を構築し,不登

校や学校不適応の未然防止に当たる。 

                                                                              



 

 

５ 目標達成のための具体的な方策 

（１）自ら考え行動する生徒「主体的課題解決力」を育成するための方策 

① 国，都，市の学力調査の結果や生徒による授業評価の結果を参考に，学力に関する課題を把握し,

「授業改善推進プラン」の作成・実施・評価・改善を通して，確かな学力の向上を図る。 

② 各教科においてタブレット端末等のＩＣＴ機器を活用し，根拠を明確にしながら自ら学んだことを

整理・発信することや学習のまとめ・共有などを通して，主体的に取り組む態度や思考力・判断力・

表現力等を育む。また，多様な対話的活動により自己の考えを広げ深めさせていく。 

③ 数学・英語の少人数・習熟度別指導では，生徒一人一人の能力の伸長を図るとともに，定期考査前

自習教室では，学習ボランティア等を活用し，基礎的・基本的な内容を定着させる。 

④ 地域学校協働本部事業を活用し，ボランティアを活用した学習支援，英語検定や漢字検定，定期考

査前自習教室，土曜学習部の活動などを実施し，基礎学力を定着させ，学力の向上を図る。 

⑤ 学校図書館での資料の活用，近隣の教育機関，ＩＣＴ機器，地域の人材活用，体験的な学習を取り

入れるなど，多様な学習形態を用いる。 

（２）思いやりのある心豊かな生徒「道徳的実践力」を育成するための方策 

① 各教科等と関連を図りながら，計画的・系統的に「主体的に考え，議論する道徳」授業を展開し，

道徳的実践力を育成する。「東京都ふれあい月間」や「いのちと心の教育月間」等を通して，命の教

育を推進する。また，道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深められているかを評価する。 

② 特別支援教育校内委員会を中心に，不登校生徒や生活指導上配慮が必要な生徒に対して，ガイダン

ス機能の充実を図り，スクールカウンセラーや関係諸機関と連携を図り，子どもに寄り添ったきめ細

やかな教育相談活動を展開する。 

③ 特別支援教育コーディネーターを中心とした校内委員会で支援の必要な生徒の支援方法を検討する

とともに，特別支援教室専門員等を活用して巡回相談や関係諸機関と連携を図り，個別の教育支援計

画や個別指導計画に基づき，校内通級教室等を活用した指導・支援を行う。 

④ あいさつ運動，授業，朝礼，学年集会をはじめ意図的・計画的な学年・学級経営を活用して協働体

制をつくり，あいさつ，礼儀，時刻を守る等の基本的な生活習慣について，継続的に指導する。 

⑤ 学級活動においては，全体計画及び年間指導計画に基づき，自己や集団生活の充実・向上を図ると

ともに，ガイダンス機能を高め，自発的，自主的な態度を育成する。また,学級への所属感を高め,生

徒が落ち着いて過ごせる居場所づくりを推進する。 

⑥ 生徒会活動においては，よりよい生活を築こうとする自発的，自律的な態度を育てるとともに，地

域の清掃活動や社会福祉活動等ボランティア活動を通して社会貢献の精神を育む。 

⑦ 学校行事においては，体育祭，学習発表会，合唱コンクール，集団宿泊的行事などで個人または集

団の目標を設定し，目標達成までのプロセスを重視するとともに，集団における所属感や心の絆を深

めさせ，学校生活を充実・発展させようとする自主的，実践的な態度を育成する。 

（３）心身ともにたくましい生徒「創造的行動力」を育成するための方策 

① 全国体力テスト及び東京都統一体力テストの実施・評価を通して，一校一取組運動として始業前の

持久走を取り入れた体力向上週間や夏季水泳教室を実施し，生徒の健康づくりや体力向上を図る。 

③ 東京 2020オリンピック・パラリンピック大会の観戦等によるオリパラ教育を通して，知・徳・体

の調和のとれた生徒を育成するとともに国際社会の平和と発展に寄与する態度を養う。 

③ 望ましい食習慣を身に付けた健康な生活のために，食に関する指導の全体計画に基づいた食育を推

進する。また,食物アレルギーへの配慮を行い，緊急対応訓練（年２回）や校内研修（年１回）によ

り誤食事故防止を徹底する。 

④ 安全で安心な学校環境を保持するために，毎月の安全指導や避難訓練をはじめ，調布市防災教育の

日，セーフティ教室，普通救命救急講習，がん教育，薬物乱用防止・喫煙防止教室等を通して，危険

回避や安全確保について計画的・継続的に指導するとともに，情報モラル教育を推進する。 

⑤ 年間を見通したキャリア・パスポートを活用し,計画的，組織的なキャリア教育を通により，将来

に対する目的意識をもって，生涯にわたり自己実現を図っていく態度や能力を育成する。 


